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市制 50 周年記念事業「50 年後の大野城市未来予想図」 
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都市将来像「未来をひらく にぎわいとやすらぎの コミュニティ都市」 

政策 02 未来を担う子どもたちが心豊かに育つまちづくり 

第６次大野城市総合計画 

夢とみらいのこどもプランⅣ 

関連性の高い市の計画等 

子ども・子育て支援事業計画、健康・食育プラン、市民読書推進計画、 

教育施策大綱、教育振興基本計画、障がい福祉計画・障がい児福祉計画、 

スポーツ推進計画 等 
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Ⅳ 青年期 

１ 規範意識の高い若者の育成 

（１）取組の成果 

「子ども・若者育成フォーラム事前アンケート」で、SNS を利用したことがある若者は９8.

１％であり、一日の使用時間は 2 時間以上 3 時間未満が一番多く 35.5％、利用の目的は

友達との連絡・コミュニケーションと暇つぶしが 90％など、青年期の SNS に関する実情を

把握することができました。 

その結果を受け、さまざまな形でインターネットトラブルに関する啓発活動を行いました。 

 

主な事業名 成果 

夜間パトロール、少年相談員の巡回等 

（生活安全課） 
少年相談員の地域巡回活動回数：44 回（令和 4 年度） 

インターネットトラブルに関する啓発活動 

（生活安全課） 

インターネットトラブルに関する啓発活動（高校生以上）： 

 2 回（令和 4 年度） 

 

 

 

 

（２）今後の課題 

  「規範意識の高い青年の育成」 

令和４年に成人年齢が 20 歳から 18 歳に引き下げられたことから、成人としての自覚や

自立を促す必要があります。また、保護者の同意なく契約ができるようになるため、消費者

トラブルに巻き込まれないようにするための啓発が必要です。 

SNS等の利用について、個人情報の悪用への対応、適切な活用方法の理解や正しい情報

を選ぶ能力の育成が必要となっています。 

成果指標 
ＳＮＳ等で個人情報を意識して 

使用している割合 

 

17 歳 

19 歳 

前回値 目標値 今回値 

― 

― 
50％以上 

59.6％ 

67.8％ 
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 施策の全体図  
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